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研究概要

mRNA代謝研究とmRNA医薬安定化技術
および翻訳効率化技術の開発

mRNA医薬、 mRNA分解、遺伝子治療Ｋ ｅ ｙ ｗ ｏ ｒ ｄ ｓ
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当研究室は、細胞内におけるmRNA分解開始機構の解明
（Funakoshi et al., GenesDev2007）をはじめとしてmRNA分
解制御研究において実績があり、ごく最近、外来性mRNA
（mRNA医薬）の分解機構の全容を解明することに成功しました
（Nogimori et al., Nucl Acids Res2019)。現在、この外来性
mRNA特異的な分解を阻害するmRNA医薬安定化技術および
翻訳効率化技術を開発中であり、mRNAをベースにした遺伝子治療、
ウイルス疾患治療、iPS細胞作製、癌免疫療法等への臨床応用を可
能にすることを目指しています。

今後の展望
mRNA医薬安定化剤に加え翻訳効率化技術も開発し、この2つを併

用することで、mRNA医薬によるiPS細胞の作製やB型肝炎等ウイルス

疾患治療等への応用を実施します。疾患治療を目的として、mRNA

代謝を標的とする低分子医薬の開発にも着手していく予定です。
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今後も遺伝子発現制御、mRNA品
質管理、抗ウイルス防御に関わる
mRNA代謝の基礎研究に重点を置
き、シーズを発掘することで、大学発
創薬につなげていきたいと考えていま
す。企業との共同研究・共同開発も
歓迎いたします
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☞ 本技術は、ＲＮＡ医薬全般に応用可能であり、これから

臨床応用に有用な技術として汎用されることが期待される。


